
平
成
二
十
五
年
度 

入
学
試
験
（
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
六
日
） 

「
国
語
総
合
」 

一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
産
業
社
会
の
な
か
に
あ
っ
て
、
古
典
的
な
近
代
科
学
の
分
析
的
な
知
、
機
械
論
的
自
然
観
に
も
と
づ
く
知
に
よ
っ
て
、
事
物
や
自 

然
を
ひ
た
す
ら
対
象
化
し
、
事
物
や
自
然
の
法
則
を
知
っ
て

①

 そ
れ
ら
を
支
配
し
、
そ
れ
ら
に
働
き
か
け
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

間
の
支
配
権
と
自
由
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
し
て
た
し
か
に
、
そ
の
よ
う
な
近
代
科
学
の
知
、
能
動
の
知
に
の
っ
と
っ
た
技
術
文
明
は
、
世 

界
的
な
規
模
で
人
類
の
生
活
に
大
き
な
変
格
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
し
か
も

②

 そ
れ
は
、
人
間
の
あ
ま
た
の
営
み
の
な
か
で
た
だ
一
つ
永
久
か
つ
無
限
に
発
展

す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。 

 

し
た
が
っ
て
、
現
在
未
だ
未
解
決
な
問
題
も
、
や
が
て
は
必
ず
近
代
科
学
の
直
線
的
な
発
展
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
近
代
生
理
学
や
近
代
医
術
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
単
に
能
動
的
で
楽
天
的
な
技
術
的
知
の

イ

 シ
ョ
サ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
人
間
は
痛

み
や
苦
し
み
を
な
く
し
、
病
を
撲
滅
で
き
る
と
考
え
た
。
ま
た
一
般
に
、
技
術
に
も
と
づ
く
生
産
力
が
崇
拝
さ
れ
て
、
富
の
量
的
増
大
や
生
活
の
文
明
化
が

人
類
を
悲
惨
と
不
幸
か
ら
救
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。 

 

け
れ
ど
も
事
態
は
必
ず
し
も

③

 そ
の
よ
う
な
方
向
に
進
ま
ず
、
む
し
ろ
人
間
の
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
（

※

 倨
傲
）
は
、
現
実
と
自
然
か
ら
手
厳
し
い
し
っ
ぺ
返
し
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
我
々
人
間
は
産
業
社
会
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
環
境
汚
染
を
被
り
、
我
々
の
生
存
環
境
は
著
し
く
変
質
し
て
き
た
。
痛

み
や
苦
し
み
を
被
る
機
会
も
新
た
に
増
大
し
て
き
て
い
る
上
に
、
死
の
恐
怖
も
高
齢
化
社
会
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

④

 こ
の
よ
う
に
し
て
現
在
で
は
、
誰
も
が
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、

パ

ト

ス

受
動
＝
受
苦
の
立
場
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
外
界
や
自
然
に
働
き
か
け
そ
れ
ら 

を
人
間
の
た
め
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
能
動
的
な
近
代
技
術
文
明
が
、
そ
の

ロ

 赴
く
と
こ
ろ
、
か
え
っ
て
人
間
を
新
し
い
受
動
＝
受
苦
的
な
状
況
に
お
く
こ 

と
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、

⑤

 こ
れ
は
文
明
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
産
業
文
明
を
過
信
し
、
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
に
囚
わ
れ
た
人
び
と
は
、
お
よ
そ
不
用
意
で
あ
り
、
必
要
な
知
を
欠
い

て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
私
が
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
近
代
科
学
の
知
、
つ
ま
り
事
物
を
対
象
化
し
そ
れ
に
働
き
か
け
る
能
動
の
知
、
粗
暴
な 

能
動
の
知
に
対
立
す
る
と
こ
ろ
の
〈

※

 パ
ト
ス
の
知
〉
あ
る
い
は
〈
演
劇
的
知
〉
な
の
で
あ
る
。
〈
パ
ト
ス
の
知
〉
が
〈
演
劇
的
知
〉
と
も
言
い
換
え
る
こ
と

が
で
き
る
（
☆
）
の
は
、
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
近
代
科
学
の
知
が
機
械
論
モ
デ
ル
の
知
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
パ
ト
ス
の
知
は
演
劇
モ
デ
ル
の
知
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
以
来
、
演
劇
が
パ
ト
ス
に
つ
い
て
深
い
知
恵
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。 

  

☆
〈
パ
ト
ス
の
知
〉
を
、
私
が
さ
ら
に
〈
臨
床
の
知
〉
と
も
言
い
換
え
る
の
は
、
そ
れ
が
出
発
点
に
ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
（
傷
つ
き
や
す
さ
）
と
も 

 
 

い
え
る
感
受
性
を
そ
な
え
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の

ハ

 シ
ャ
テ
イ
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
〈
経
験
値
〉
の
仕
組
み
、
医
療
な
ど
の
現
場
（
臨
床
）
で 

 

必
要
な
知
の
仕
組
み
に
ま
で
及
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

  

（ 

Ａ 

）
は
、
事
物
を
対
象
化
し
そ
れ
を
操
作
す
る
方
法
で
あ
り
、

※

 因
果
律
に
即
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
倒
し
て
（ 
Ｂ 
）
は
、
他
者 

や
世
界
や
環
境
が
わ
れ
わ
れ
に
働
き
か
け
示
す
も
の
を
読
み
取
り
意
味
づ
け
る
方
向
で
、
〈

※

 コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
〉
と
〈

※

 シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
〉
と
〈

※
 パ

フ
ォ
ー
マ 

ン
ス
〉
と
い
う
三
つ
の
構
成
原
理
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

⑥

 そ
れ
は
、
人
間
を
た
だ
単
に
能
動
的
な
存
在
と
し
て
、
つ
ま
り
抽
象
的

に
、
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
意
味
の
濃
密
な
場
の
な
か
で
他
者
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
た
受
動
＝
受
苦
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
出
発
点
と

し
、
自
他
の
関
係
を
相
互
行
為
と
し
て
と
ら
え
る
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
ら
の
三
つ
の
構
成
原
理
、
と
く
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、 

※

 西
田
の
い
う
〈
好
意
的
直
感
〉
の
考
え
方
と
多
く
の
点
で
照
応
し
て
い
る
。
） 

 

さ
て
、
パ
ト
ス
の
知
＝
演
劇
的
知
で
は
、
す
べ
て
の
物
事
の
徴
候
、
徴
し
、
表
現
な
ど
の
多
義
的
な
意
味
が
読
み
と
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
身
に
ふ
り
か 

か
る
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
に
い
ち
早
く
対
処
さ
れ
る
。
パ
ト
ス
の
知
＝
演
劇
的
知
は
、

⑦

 そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
典
型
的
に
は
神
話
、
魔
術
、
ギ
リ
シ
ア
悲

劇
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
実
は
わ
れ
わ
れ
の
経
験
的
な
認
識
の
う
ち
に
も
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
働
い
て
い
る
。
す
ぐ
れ
た
意
味
で
の
経
験
は
、 

他
者
や
事
物
と
環
境
と
わ
れ
わ
れ
と
の
間
に
、

ニ

 シ
ン
ミ
ツ
で
、
多
面
的
・
重
層
的
な
関
係
を
形
づ
く
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
新
し
い
出
来

事
に
出
会
っ
た
と
き
で
も
、
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
が
生
か
さ
れ
て
、
事
態
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
村
雄
二
郎
「
『
近
代
科
学
の
知
』
か
ら
『
臨
床
の
知
』
へ
」
よ
り
） 

 

※ 

倨
傲
…
自
分
の
優
位
を
当
然
と
思
い
、
い
い
気
に
な
っ
て
い
ば
る
こ
と
。 

※ 

パ
ト
ス
…
受
動
的
な
状
態
。
「
受
苦
」
「
激
情
」
な
ど
の
意
味
を
持
つ
。 

※ 

因
果
律
…
物
事
を
原
因
と
結
果
と
い
う
観
点
か
ら
関
連
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
法
則
性
。 

※ 

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
…
宇
宙
論
。 

※ 

シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
…
象
徴
主
義
。 

※ 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
…
単
純
な
行
動
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
と
は
別
の
、
自
他
の
相
互
作
用
を
含
ん
だ
劇
的
行
動
の
こ
と
。 

※ 

西
田
…
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
五
）
哲
学
者
。
そ
の
離
村
は
「
西
田
哲
学
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
学
者
に
影
響
を
与
え
た
。 



問
一
、
二
重
傍
線
部
イ
～
ニ
の
漢
字
と
読
み
と
し
て
正
し
い
も
の
を
次
か
ら
選
び
な
さ
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
イ
…
解
答
番
号
１
、
ロ
…
解
答
番
号
２
、
ハ
…
解
答
番
号
３
、
ニ
…
解
答
番
号
４
） 

（
イ
） 

シ
ョ
サ
ン 

 
 

１
、
初
産 

 
 

２
、
所
産 

 
 
 

３
、
諸
産 

 
 

４
、
緒
産 

（
ロ
） 
赴
（
く
） 

 
 

１
、
お
も
む 

 

２
、
な
び 

 
 
 

３
、
お
も
ね 

 

４
、
あ
ま
ね 

（
ハ
） 

シ
ャ
テ
イ 

 
 

１
、
舎
弟 

 
 

２
、
謝
態 

 
 
 

３
、
射
程 

 
 

４
、
社
定 

（
ニ
） 

シ
ン
ミ
ツ 

 
 

１
、
真
密 

 
 

２
、
親
密 

 
 
 

３
、
心
蜜 

 
 

４
、
信
密 

問
二
、
傍
線
部
①
「
そ
れ
ら
」
、
傍
線
部
②
「
そ
れ
」
が
指
示
す
る
言
葉
を
、
次
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
傍
線
部
①
…
解
答
番
号
５
、
傍
線
部
②
…
解
答
番
号
６
） 

 

１
、
産
業
社
会 

 
 

 

２
、
分
析
的
な
知
、
機
械
論
的
自
然
観
に
も
と
づ
く
知 

 
 

 

３
、
事
物
や
自
然 

 
 

 

４
、
近
代
科
学
の
知
、
能
動
の
知 

 
 

 

５
、
技
術
文
明 

問
三
、
傍
線
部
③
「
そ
の
よ
う
な
方
向
」
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
も
の
を
、
次
か
ら
二
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
解
答
欄
に
は
数
字
の
早
い
順
に
記
入 

 
 

す
る
こ
と
。
完
答
の
み
正
解
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
数
字
の
早
い
順
に
、
解
答
番
号
７
・
８
） 

 

１
、
未
解
決
の
問
題
が
近
代
科
学
の
発
展
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
方
向 

 

２
、
近
代
科
学
に
よ
っ
て
人
間
の
痛
み
や
苦
し
み
を
な
く
す
方
向 

 

３
、
富
の
量
的
増
大
や
生
活
の
文
明
化
が
、
人
類
を
不
幸
か
ら
救
う
方
向 

 

４
、
近
代
科
学
の
分
析
的
知
が
、
根
本
的
反
省
を
迫
ら
れ
る
方
向 

 

５
、
わ
れ
わ
れ
人
間
が
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
汚
染
を
被
っ
て
い
く
方
向 

問
四
、
傍
線
部
④
の
例
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
三
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
解
答
欄
に
は
数
字
の
早
い
順
に
記
入
す
る
こ
と
。
完
答
の
み 

 

 
 

正
解
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
数
字
の
早
い
順
に
解
答
番
号
９
・
10
・
11
） 

 

１
、
痛
み
や
苦
し
み
を
被
る
機
会
が
増
大
す
る
こ
と 

 

２
、
産
業
文
明
を
過
信
す
る
こ
と 

 

３
、
環
境
汚
染
を
被
る
こ
と 

 

４
、
高
齢
化
に
伴
い
死
の
恐
怖
が
増
大
す
る
こ
と 

 

５
、
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
に
囚
わ
れ
る
こ
と 

問
五
、
傍
線
部
⑤
「
こ
れ
」
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
解
答
番
号
12
） 

 

１
、
能
動
的
な
近
代
技
術
文
明
が
、
人
間
を
自
然
に
従
属
し
た
受
動
的
状
態
か
ら
解
放
し
て
富
を
多
く
与
え
す
ぎ
た
こ
と 

 

２
、
必
要
な
知
を
欠
い
た
近
代
技
術
文
明
が
、
人
間
の
支
配
圏
と
自
由
を
拡
大
し
た
た
め
に
、
人
々
の
心
に
慎
み
深
さ
が
な
く
な
っ
た
こ
と 

 

３
、
自
然
を
人
間
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
能
動
的
な
近
代
技
術
文
明
が
、
人
間
を
新
し
い
受
動
＝
受
苦
的
状
況
に
お
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と 

 

４
、
近
代
技
術
文
明
の
直
線
的
発
展
が
、
人
間
を
痛
み
や
苦
し
み
の
な
い
幸
福
な
状
況
に
お
き
、
死
の
恐
怖
を
と
り
は
ら
っ
た
こ
と 

 

５
、
一
部
の
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
に
囚
わ
れ
た
人
間
に
よ
っ
て
、
能
動
的
な
近
代
技
術
文
明
が
、
多
く
の
人
々
を
不
幸
に
陥
れ
る
道
具
に
使
わ
れ
た
こ
と 

問
六
、
（ 

Ａ 

）
（ 

Ｂ 

）
に
入
る
言
葉
と
。
傍
線
部
⑥
「
そ
れ
」
が
指
示
す
る
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
次
か
ら
選
び
な
さ
い
。
（
同
じ
数
字
を
何
度
選
ん

 
 
 

で
も
よ
い
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

Ａ 

）
…
解
答
番
号
13
、
（ 

Ｂ 

）
…
解
答
番
号
14
、
⑥
…
解
答
番
号
15
） 

 

１
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

 

２
、
近
代
科
学
の
知 

 

３
、
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー 

 

４
、
パ
ト
ス
の
知
＝
演
劇
的
知 

 

５
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム 

問
七
、
傍
線
部
⑦
が
指
示
し
て
い
る
内
容
と
し
て
正
し
い
も
の
を
次
か
ら
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
解
答
番
号
16
） 

  

１
、
物
事
の
多
義
的
な
意
味
を
読
み
取
り
、
危
険
に
対
処
で
き
る
も
の 

 

２
、
事
物
を
対
象
化
し
そ
れ
を
操
作
す
る
も
の 

 

３
、
事
物
や
自
然
を
ひ
た
す
ら
対
象
化
し
、
支
配
し
よ
う
と
す
る
も
の 

 

４
、
人
間
の
あ
ま
た
の
営
み
の
な
か
で
た
だ
一
つ
永
久
か
つ
無
限
に
発
展
す
る
も
の 

 

５
、
近
代
科
学
の
直
線
的
な
発
展
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
も
の 

  



二
、
17
～
19
の
熟
語
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
た
時
、
一
つ
だ
け
異
な
る
漢
字
を
用
い
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。 

 
17
、 

１
、
フ
ク
習 

 

２
、
フ
ク
命 

 

３
、
回
フ
ク 

 

４
、
フ
ク
写 

 

５
、
報
フ
ク 

 

18
、 

１
、
散
マ
ン 

 

２
、
自
マ
ン 

 

３
、
緩
マ
ン 

 

４
、
マ
ン
性 

 

５
、
怠
マ
ン 

 

19
、 
１
、
解
ケ
ツ 

 

２
、
ケ
ツ
論 

 

３
、
ケ
ツ
断 

 

４
、
ケ
ツ
裂 

 

５
、
ケ
ッ
定 

 

三
、
20
～
25
の
対
義
語
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
答
え
な
さ
い
。 

 

20
、
素
人 

 
 

１
、
芸
人 

 

２
、
名
人 

 

３
、
成
人 

 

４
、
玄
人 

 

５
、
凡
人 

 

21
、
絶
対 

 
 

１
、
相
対 

 

２
、
一
対 

 

３
、
応
対 

 

４
、
属
対 

 

５
、
接
対 

 

22
、
客
観
的 

 

１
、
独
創
的 
２
、
主
体
的 

３
、
自
主
的 

４
、
主
観
的 

５
、
楽
観
的 

 

23
、
穏
健 

 
 

１
、
過
激 

 
２
、
陰
険 

 

３
、
非
情 

 

４
、
畏
怖 

 

５
、
凡
庸 

 

24
、
顕
在 

 
 

１
、
内
在 

 

２
、
遍
在 

 

３
、
偏
在 

 

４
、
潜
在 

 

５
、
存
在 

 

25
、
生
得
的 

 

１
、
後
天
的 

２
、
習
性
的 
３
、
常
習
的 

４
、
惰
性
的 

５
、
天
成
的 

 

四
、
26
～
28
の
空
欄
に
入
る
適
当
な
四
字
熟
語
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
答
え
な
さ
い
。 

 

26
、
試
験
の
結
果
を
（ 

 
 
 

）
の
思
い
で
待
つ
。 

 
 
 
 

１
、
一
瀉
千
里 

 

２
、
一
望
千
里 

 

３
、
一
刻
千
金 

 

４
、
一
日
千
秋 

 

27
、
新
入
社
員
の
身
で
三
日
も
無
断
欠
勤
す
る
と
は
（ 

 
 
 

）
で
あ
る
。 

 
 
 
 

１
、
一
騎
当
千 

 

２
、
言
語
道
断 

 

３
、
感
慨
無
量 

 

４
、
神
出
鬼
没 

 

28
、
転
職
し
て
、
（ 

 
 
 

）
自
分
の
可
能
性
を
試
す
つ
も
り
だ
。 

 
 
 
 

１
、
千
載
一
遇 

 

２
、
離
合
集
散 

 

３
、
心
機
一
転 

 

４
、
千
変
万
化 

 

五
、
29
～
31
の
空
欄
に
入
る
適
当
な
語
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
答
え
な
さ
い
。 

 

29
、
轍
を
（ 

 
 

） 

 
 
 
 

１
、
踏
む 

 

２
、
押
す 

 

３
、
引
く 

 

４
、
下
ろ
す 

 

30
、
お
だ
を
（ 

 
 

） 

 
 
 
 

１
、
笑
う 

 

２
、
踏
む 

 

３
、
投
げ
る 

 

４
、
あ
げ
る 

 

31
、
縒
り
を
（ 

 
 

） 

 
 
 
 

１
、
ね
じ
る 

 

２
、
も
ど
す 

 

３
、
帰
る 

 

４
、
ね
ば
る 

 

六
、
32
～
36
の
傍
線
部
「
で
」
に
該
当 

す
る
も
の
を
あ
と
か
ら
選
び
、
答
え
な
さ
い
（
同
じ
番
号
を
何
度
選
ん
で
も
よ
い
）
。 

 

32
、
火
事
で
家
を
焼
い
て
し
ま
っ
た 

 

33
、
航
空
便
だ
と
一
週
間
で
着
き
ま
す 

 

34
、
雨
で
道
路
が
滑
り
や
す
い 

 

35
、
大
学
で
勉
強
す
る 

 

36
、
日
本
人
は
箸
で
も
の
を
食
べ
る 

 
 
 
 

１
、
手
段
、
道
具
、
材
料 

 

２
、
動
作
、
作
用
の
行
わ
れ
る
場
所 

 

３
、
原
因 

 

４
、
動
作
、
作
用
の
期
限
、
限
度 

  


